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令和 7年の新年を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

平素より法人会の運営並びに諸事業に対し、深いご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

昨年を振り返ってみますと、1月 1に発生した能登半島地震、９月には追い打ちをかけるような奥能登

豪雨、相次ぐ災害に襲われ多くの犠牲者、甚大な被害を被った 1年でした。

また、全国で記録的な高温となったことを受けて、文部科学省や気象庁などの研究チームは温暖化が

影響していた可能性があると結論付けました。改めてこの国が災害大国であることを思い知らされると

ともに、自然災害への備えと防災の大切さを再確認いたしました。今年も法人会の福利厚生制度の普及

を通じ会員企業の役員・従業員とそのご家族の皆様に安心をお届けしてまいります。

さて、法人会に目を転じますと、本年は、当法人会が民間における「税」の分野でのオピニオンリーダー

を目指して活動してから 50 周年目 ( 社団化から )を迎える年でもあります。

法人会の基本的指針として、「法人会は　よき経営者を目指すものの団体として　会員の積極的な自己

啓発を支援し　納税意識の向上と　企業経営及び社会に貢献する経営者団体である」となっています。

当法人会としましては、岩手県でも他の支部より10年早く、先人が築いてきた組織であることを誇りに、

他の支部の模範となるべき活動を展開することは基より、本年は理念の「企業の発展を支援し」を掘り

下げて再考し、どのような活動を展開することが、会員企業の発展を促すことになるのか、どの様に「対

応していくことが」会員のための法人会であるのかを自問自答しつつ、全ての会員の皆様のお力を賜り

さらに啓発的で魅力的な団体であることを目指し、税のオピニオンリーダーとして税を中心に地域密着し

た経営者の団体である法人会活動を展開できればと考えるところであります。

この数年は会員数が減少しており、皆様にも入会勧奨に努めているところではございますが、会員増

強は会の有意義な活動のためにも欠かすことができず、法人

会の力を発揮するうえでも不可欠であります。社団化以来、

半世紀に節目の時期をむかえた今年は、会員増強において、

なお一層のご支援とご協力を頂きたく存じます。

結びにあたり、皆様にとって幸多き年でありますよう、心

から祈念申し上げまして、年頭の挨拶とさせていただきます。

会長　佐藤　直也

新年のご挨拶
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令和七年の年頭に当たり、公益社団法人花北法人会の会員の皆様に謹んで新春のお慶びを申し上げます。

佐藤会長をはじめ会員の皆様には、日頃から税務行政全般にわたりまして深い御理解と多大な御協力

を賜っており、厚く御礼申し上げます。

貴会におかれましては、「税のオピニオンリーダー」として、各種説明会や研修活動のほか、租税教室

への講師派遣、税に関する絵はがきコンクールの開催、更には、私もＪＲ花巻駅前や江釣子ショッピン

グセンターパルで参加させていただいた「税を考える週間」の街頭広報など、地域に密着した様々な社

会貢献活動を展開しておられます。こうした公益性の高い活動を行って広く社会の注目を集め、納税道

義の高揚に貢献されていることにつきまして、非常に心強く思うとともに、改めて感謝申し上げる次第です。

さて、国税庁では、近年の税務行政を取り巻く環境の変化、とりわけ大きく変化しているデジタル化

の進展に対応するため、令和５年６月に「税務行政のデジタル・トランスフォーメーション－税務行政の

将来像２０２３－」を公表し、デジタルを活用した国税に関する手続や業務の在り方を見直すとともに、

新たに事業者の業務のデジタル化を促進することにより、税務を起点とした「社会全体のＤＸ」を推進

していくこととしております。

今年も「あらゆる手続きが税務署に行かずにできる社会」を目指し、「納税者の利便性向上」、「行政事

務の効率化」等に向けた各種施策に積極的に取り組んでまいりますので、会員の皆様におかれましては、

ダイレクト納付等のキャッシュレス納付や納税証明書のオンライン請求の利用、源泉徴収票など支払調

書の e-Tax での提出、法人税申告における添付書類も含めた完全 e-Tax 化など、e-Tax の更なる利活用

を通じた業務のデジタル化への対応をお願いいたします。

また、間もなく確定申告の時期を迎えます。

今年も、自宅等からのマイナンバーカードを利用した e-Tax申告を推進することとしています。

こうした取組も「あらゆる手続きが税務署に行かずにできる社会」の実現を目指す一環であり、将来、

確定申告の会場が不要となるようなデジタル化社会が実現すれば、行政の相当なコストカットにもつな

がると考えております。引き続き、皆様方の御理解と御協力をお願いします。

結びに、公益社団法人花北法人会並びに会員企業の益々の御発展と会員の皆様の御健勝を心から祈念

いたしまして、新年のあいさつとさせていただきます。

花巻税務署長　佐々木　元

新年のご挨拶
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第40回 法人会全国大会　―鹿児島大会―

10 月 3日 ( 木 )、第 40回法人会全国大会「鹿児島大会」が城山ホテル鹿児島で開催され、全国各地か
ら約 1,700 名の会員が集い、当会から佐藤直也会長と高野橋勇一専務理事が参加しました。
大会第一部の式典では、令和 7年度税制改正提言の報告、佐世保法人会青年部会による租税教育活動

の報告、大会宣言が採択されました。
第二部の記念講演会はANAホールディングス株式会社取締役会長片野坂真哉氏が「新型コロナ禍で
大打撃を受けた航空業界　危機下の経営戦略を語る」と題し講演され、航空業界にもたらした深刻な影
響について言及し、ANAグループが直面した課題やその対応についてお話しされました。また、危機下
での経営判断や今後の展望についても語られ、経営者にとってとても貴重な機会となりました。

記念講演　ANAホールディングス片野坂取締役会長

記念講演　笠井信輔氏 左から 千田幹事、晴山副部会長、阿部部会長

第38回 法人会全国青年の集い　―福井大会―

法人会全国青年の集い福井大会が 11月 7日、8日に開催されました。当会からは阿部睦春青年部会長、
晴山正基副部会長、千田智哉幹事の 3名が参加しました。
青年の集いは全国青年部会が活動の柱とする「租税教育活動」や「財政健全化のための健康経営プロ

ジェクト」などの情報交換・研鑽を目的としており、今年度は「福の國より未来を研け！～志を立て、新
時代の扉を開こう～」をスローガンに、越前市のサンドーム福井など3会場で開催し、全国の部会員約2,000
名が参加しました。
式典に先立ち、フリーアナウンサーの笠井信輔氏による「足し算で生きる～がんステージ 4からの生
還～」と題して記念講演が行われました。
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記念税務講演会
演題「2024『税務行政の今』～早すぎる社会構造の変化について考える～」

花巻税務署長　佐々木元 氏

令和 6年 9月 2日、ホテルシティプラザ北上において「税務講演会」を開催しました。講師に花巻税
務署長　佐々木　元　氏　をお迎えし、「2024『税務行政の今』～早すぎる社会構造の変化について考え
る～　として、人口の変化による税務行政への影響等について講話がありました。税務大学校総合教育
部教授の経験を生かした話術によりとても聞きやすく理解しやすい講話だったと大変好評でした。

花北法人会よりお祝い金が贈呈されました

難波正人氏受彰者代表謝辞　髙橋寛氏

納税表彰　受彰者紹介（敬称略）

令和 6年度花巻税務署納税表彰式が 11月 14日 ( 木 ) ホテルグラン
シェール花巻において開催され、国税に対する貢献者として花北法人
会から 2名の方が署長表彰を受彰されました。
また、当法人会理事であり前花北間税会会長小田島秀一氏におかれ
ましては、国税庁長官表彰を受彰された旨、ご紹介されました。
表彰式には県南広域振興局花巻県税センター所長・各市長をはじめ
大勢の来賓が参加され、受彰者の功績をたたえられました。

○花巻税務署長納税表彰受彰者
　　髙橋　寛　（北上市・副会長）
　　難波正人　（花巻市・理事）
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令和７年度税制改正提言を実施

令和7年度税制改正スローガン
○「金利のある世界」が到来。

新たな財政再建目標の策定を！
○企業への過度な保険料負担を抑制し、
経済成長を阻害しない社会保障制度の確立を！

○人手不足など厳しい経営環境を踏まえ、
中小企業の活性化に資する税制措置を！

○中小企業は地域経済と雇用の担い手。
本格的な事業承継税制の創設を！

【令和 7年度税制改正に関する提言決まる】
法人会では税制改正に関する提言を国や
地方自治体に行っています。
『令和 7年度税制改正に関する提言』に
つきましては全法連 HP( 下記 QR コード )
をご確認願います。

【花北法人会による税の提言活動】
当法人会は、令和６年11月22日 (金 )に北上市役所、令和6年12月2日 (月 )には花巻市役所において、

「令和 7年度税制改正に関する提言」を行いました。
佐藤直也会長・高橋文一担当副会長・舘邦雄税制委員長ほか税制委員が両市を訪れ、八重樫浩文北
上市長、菊池勝北上市議会議長及び、上田東一花巻市長、藤原伸花巻市議会議長にそれぞれ提言書を
手渡しました。

八重樫浩文 北上市長へ 菊池勝 議長へ

上田東一 花巻市長へ 藤原伸 議長へ
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し
た
も
の
で
す
。

事
業
取
引
が
あ
る
会
社
で
す

か
。い

い
え
、
出
資
の
み
で
す
。

子
会
社
と
は
金
銭
消
費
貸
借

契
約
書
を
締
結
し
て
い
ま
す
か
。

と
て
も
返
し
て
も
ら
え
る
状

態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
契
約
の
締
結
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
仮
払
金
の
ま
ま
で
残
さ

れ
た
の
で
す
か
。

社
内
で
貸
付
に
す
る
か
金
銭

供
与
に
す
る
か
議
論
を
し
た
の

で
す
が
、
期
末
ギ
リ
ギ
リ
で
金

銭
供
与
と
決
ま
っ
た
た
め
、
経

理
処
理
が
間
に
合
わ
ず
、
結
果

と
し
て
未
処
理
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

臨
時
取
締
役
会
の
議
事
録
で

は
、
子
会
社
へ
の
資
金
供
与
と

な
っ
て
い
ま
す
ね
。
子
会
社
は

事
業
関
係
者
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
、
仮
払
金
を
寄
附
金

と
認
定
し
ま
す
。



令和７年１月15日 法 人 会 報 　 花　　　北 第123号　（8）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 

入賞作品のほか、応募していただいた児童の全作品は、11月

11 日から 17 日の「税を考える週間」にあわせ、花巻市では

「銀河モール花巻」、北上市では「ショッピングセンターPAL」

にて展示いたしました。 

時代を担う子供たちに「税金でもっと明るい未来」が訪れま

すように！         審査員一同 

 

 
 
 
 
 
 

全法連女性部会では、租税教育活動の一環として小学生を対象にした「税に関する絵はがきコンクール」を全国的に実施しています。 

花北法人会女性部会でも、税金が毎日の生活の中でどのように役立っているかということを小学生の皆さんに知ってもらい理解と関心を深めていただくため

に「税に関する絵はがきコンクール」を花巻税務署管内の児童を対象に実施し、6校 279点ものご応募をいただき、厳正なる審査の結果、入賞作品を決定い

たしましたのでご覧ください。 

主催：公益社団法人花北法人会女性部会・公益財団法人全国法人会総連合/後援：国税庁 

審査員奨励賞 ６点 

矢沢小学校6年 
多田 明日奏 さん 

大迫小学校6年 
佐々木 柊 さん 

黒沢尻東小学校6年 
中井 瑞花 さん 

宮野目小学校6年 
五内川 惟真 さん 

矢沢小学校6年 
佐藤 生織 さん 

花巻県税センター所長賞 

黒沢尻東小学校6年 
吉岡 春 さん 

花巻税務署長賞 

宮野目小学校6年 
小田島 優芽 さん 

花北法人会長賞 

黒沢尻東小学校6年 
五十嵐 蛍 さん 

北上市長賞 女性部会長賞 

湯本小学校6年 
川村 吉平 さん 

花巻市長賞 

宮野目小学校6年 
駿河 美紗 さん 

石鳥谷小学校6年 
熊谷 愛奈 さん 

石鳥谷小学校6年 
髙橋 天 さん 

令和 6年度 

今年も力作が
勢揃いだね 
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税に関する絵はがきコンクール　学校訪問

佐々木啓子女性部会長と女性部会役員が受賞小学校を訪問し、税に関する絵はがきコンクールの入賞
者へ表彰状と記念品を贈呈いたしました。花巻税務署長賞を受賞した黒沢尻東小学校 6年吉岡春さんに
は、佐々木花巻税務署長から贈呈されました。
当日はメディアの取材もあり受賞された生徒さんはインタビューに緊張しながらもしっかりと受け答え

しておりました。

法
人
会
女
性
部
会
で
は
、
小
学
生
へ
の

租
税
教
育
活
動
と
し
て
、
毎
年
、「
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
租
税
教
室
な
ど
を
通
じ
て
、

学
童
に＂
税
の
大
切
さ
＂や＂
税
の
果
た
す
役

割
＂に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
、
そ
の
知
識

や
感
想
を＂
絵
は
が
き
＂に
す
る
こ
と
で
、

税
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
で
す
。

矢沢小学校

黒沢尻東小学校

宮野目小学校

湯本小学校 石鳥谷小学校
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花巻税務署からのお知らせ

確定申告はマイナンバーカードで
書かない 確定申告！

確定申告書等作成コーナーなら、

金額等を入力するだけで自動計算で申告書が完成！

申告書はそのまま で送信

マイナポータル連携
の詳細はこちら

すでに

％約 の方が

で

申告しています

◆国税の納付もキャッシュレス対応しています （振替納税・ダイレクト納付・インターネットバンキング・クレジットカード納付・スマホアプリ納付からご自身にあった納付手段をご利用いただけます。 ）

作成コーナーはこちら

早期還付
（３週間程度で還付）

時間利用可能
※メンテナンス時間を除きます

自宅から
申告可能

添付書類

提出不要
※一部の書類を除きます

確定
申告

書面提出の場合は
１か月～１か月半程度で還付

事前準備の詳細
はこちら

に必要なものはたったこれだけ！

マイナンバーカードを利用し
た確定申告の案内はこちら

☞

☞

☞

の５つのメリット

✔ マイナンバーカード

✔ スマホ スマホにマイナポータルアプリをインストール♪

＼
／

※ ご利用には事前準備が必要です。事前準備は余裕をもってお早めに！

さらにマイナポータル連携で

給与情報や控除証明書等のデータが自動入力でき、
控除証明書等の書面の管理や保管も不要！

集計や入力の
手間が不要♪＼ ／

申告内容をいつでも

データで確認可能

・

詳細は、国税庁ホームページを
ご覧ください。 国税庁
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花巻税務署からのお知らせ

https://www.nta.go.jp
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法人会からのお知らせ
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活動報告 
 
 

決算法人説明会  9/25・12/25 

決算法人説明会を花巻市定住交流センター(なはん
プラザ)で花北法人会では事業として初めて開催いた
しました。 
 花巻税務署鎌田総括上席が、全法連作成の「会社の決
算・申告の実務」を使い、決算と申告に関する基本的な
流れから、実務を行う上での法人税申告の留意事項、消
費税申告の留意事項などについて分かりやすく解説し
ていただきました。税務署から直接的な説明を聞くこ
とで、法人決算に関する最新情報などの理解も深まり、
疑問点や誤解を解消するよい機会になりました。 
  

       「研修の集い」盛岡大会  9/6 

ホテルメトロポリタン盛岡NWにおいて「研修の
集い」を盛岡法人会青年部会主管のもと開催されま
した。熊谷会長の式辞、三澤盛岡税務署長ら来賓か
らの祝辞をいただきました。会青年部会より活動報
告が行われました。次回は花北法人会青年部会が担
当ですので、しっかりと阿部睦春青年部会長に引き
継がれました。令和 7年 9月 5日(金)、ブランニュ
ー北上にて、第 29 回青年の集い「花北大会」が開
催されますので、青年部会の皆様方、よろしくご協
力お願い申し上げます。 

税務セミナー   10/11 

青年部会では、「税務調査における上手な対応」と題
し税務セミナーを開催。阿部睦春青年部会長は「分か
らないことはこの場で気楽に聞いてほしい」と挨拶。
税理士先生 2人をお迎えし、各疑問事項に的確なアド
バイスがあり、参加者は積極的にメモを取っておりま
した。最後に髙橋隆紀副部会長より挨拶をいただき、
初の試みは無事終了いたしました。 

親睦ゴルフコンペ   10/30 

北上カントリークラブにおいて
第2回親睦ゴルフコンペが青年部
主催で開催されました。ゴルフコ
ンペに初めて参加したという会
員が、ゴルフ歴の長い会員を驚か
せるほどのミラクルショットを
連発するなど、コンペは話題に尽
きない楽しいものとなりました。
成績は以下のとおり。 

優 勝 伊藤芳徳（㈲伊藤舗装工業） 

準優勝  髙橋  隆紀 （㈱高嵩 ）    

第 3 位 藤﨑信男（㈱フジサキ） 

 

新設法人説明会   10/9 

北上技術交流センターにおいて、この１年間に会社
を設立した新設法人の経理担当者を対象として「会社
の決算・申告」の説明会を花巻税務署と共催で開催し
ました。講師は、花巻税務署法人課税第一部門の鎌田
敬志総括上席が務め、会社にかかる税金・中小企業法
人の優遇制度、源泉徴収、消費税、印紙税など、会社
経営に必要な基礎的知識について、法人会テキスト
「会社の税金ガイドブック」使用して分かりやすく説
明いただきました。 

 

いちごプロジェクト  9/13 

花巻まつりに合わせて開催される「特産品フェア」
会場で、女性部会員と事務局 5名で、「いちごプロジ
ェクト PR事業」の一環としてうちわ配付を実施しま
した。9月の秋祭りとはいえ、蒸し暑い日が続いてお
り、うちわの配布は大変好評でした。多くのお祭り参
加者や観光客が配付したうちわであおぎながら、花
巻まつりを楽しんでいました。 
なお、この活動は全法連 HP にも掲載されており
ます。 
 
QR コード 

 
 

青年部会 女性部会 

説明会 説明会 

セミナー 青年部会 

左　優勝　伊藤芳徳

阿
部
好
成
税
理
士
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ウォーキングラリー 10/1～31 

 大同生命様ご協力のもと県連青
連協主催で「単会対抗ウォーキング
ラリー」が開催され、当会青年部会
チームは優勝目指し歩き続けまし
た。残念ながら第 3位でしたが、そ
の表彰式前に開催された第 2 回健
康ゴルフ大会では、ベスグロを伊藤
芳徳氏、準優勝を髙橋隆紀氏、BB賞
を阿部睦春部会長と出席者全員が
賞品を獲得するという快挙を達成
しました。 

       「ティッシュ配り」  11/15 

JR 花巻駅前と江釣子ショッピングセンターパル内
で、花巻税務署長様、田崎統括官様他幹部の皆様、親
会役員のご参加をいただき、青年部会員が税の大切さ
を描いた絵はがきを織り込んだポケットティッシュを
配布し、税の広報活動を実施しました。 

 
 

 

移動研修会   11/21 

女性部会では、法人企業の女性幹部社員の資質向上を
図ると共に地域企業の発展に資することを目的として、
移動研修会を石鳥谷町「新亀家」さんにおいて開催いた
しました。今年も税に関するセミナーとして、佐々木花
巻税務署長よりご講話をいただきました。 
 

年末調整説明会  11/20 

北上技術交流センターにおいて、令和 6 年分 年末
調整説明会を花巻税務署と共催で開催しました。本年は
「定額減税」も実施されたことも相まって、30社 34名
の参加者が花巻税務署法人課税第一部門青山新上席調
査官の説明に聞き入っておりました。 
 

青年部会 説明会 

青年部会
説明会 

女性部会 

きた東北支社　盛岡営業部　岩手南営業所/
岩手県奥州市水沢大町153番地（千田善ビル2F）
TEL 0197-23-5619

盛岡支店/
岩手県盛岡市本町通3-18-45（富士火災盛岡ビル7F）
TEL 019-651-0584

活動報告
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盛岡支店
〒020-0025 盛岡市本町通3-18-45 富士火災盛岡ビル7F
TEL.019-651-0584　FAX.019-625-3406
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広報委員会

委 員 長 八重樫　　　敏

副委員長 宮　川　昌　之 八重樫　チ　メ

委　　員 藤　﨑　信　男 佐々木　暁　夫 奧　山　雅　史
中　村　達　也 藤　田　澄　子 佐々木　啓　子
八重樫　徹　子 岩　舘　昌　子

印 刷 所 ㈱フジサキ

編集後記
早朝６時３０分、やっと外が明るくなってきました。

窓の外は真白、今年も冬将軍到来の時期となりました。
１２月も半ばを迎え何かと気忙しくなってきました　
もうすぐ冬至です。冬至を過ぎると「毎日畳の目一つ
づつ日が伸びて行くのよ」と母の言葉を思い出します。
冬至には南瓜を食べて柚子湯に入る、そんな風習もい
つのまにか消えてしまいそうですが、是非とも心と身
体を労わる為にも続けて行きたいと思っております。　

（12月 12日寄稿）八重樫　徹子

私の好きな場所はサウナです。
きっかけは、「サ道」というドラマを見てからでした。
このドラマを見る以前は公衆浴場や温泉に行くの
は好きでしたが、サウナに入っても自分が入ってか
ら後に入ってきた人より後に出るという、なんの意
味もない勝負の場所でした。そして水風呂などは、
冷たすぎて入ったこともありませんでした。
それが、ドラマを見たことにより、サウナの正しい
利用方法を知り、サウナ、水風呂が好きになり、
心身ともに癒される場所へと様変わりしたのです。
何事も知らないより、知ることが大切だと気づかさ
れた出来事でもあり、サウナが大好きな場所とな
りました。

シリーズ vol.22

展勝地レストハウスの名物と言えば「餅」ですが、
江釣子ショッピングセンターPALに展勝地餅が食
べられるお店があるんです。知らないんですか？
PAL２Fの片隅にあるちょっぴり隠れ家風味の「もち
やカフェ」というショップです。餅やおしるこ、あ
んみつから和風デザートのもちパフェまで、われわ
れ甘党にはたまらないラインナップ。季節で変わる
ランチメニューもとても楽しい。正月太りを解消し
たら、もちやカフェにゴー。

株式会社北上開発

代表取締役　佐々木　暁夫さん

MOCHIYA Cafe

藤正建設株式会社

代表取締役社長　照井　正樹さん

ととのう場所


